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呼
び
か
け
人(

50
音
順) 

青
山 

勲
（
科
学
者
九
条
の
会
・
岡
山
） 

奥
津 

亘
（
弁
護
士
９
条
の
会･

岡
山
） 

妹
尾 

幸
敏
（
団
体
役
員
） 

星
島 

淑
子
（
琴
奏
者
） 

 

三
戸 

捷
史
（
岡
山
マ
ス
コ
ミ
九
条
の

会
）  

宮
本 

光
研
（
岡
山
宗
教
者
９
条
の

会
） 

湯
原 

淳
良
（
岡
山
県
医
師
・
歯
科
医

師
の
会
） 

 

矢
木 

俊
岳
（
倉
敷
９
条
の
会
） 

今
年
５
月
４
日
～
６
日
、
「
幕
張
メ
ッ

セ
」
に
お
い
て｢

９
条
世
界
会
議｣

が
開

催
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
日
本
国
憲
法

９
条
を
支
持
す
る
世
界
の
声
を
集
め
、

９
条
を
世
界
へ
広
げ
る
た
め
の
国
際
イ

ベ
ン
ト
で
す
。
こ
の
会
議
に
は
世
界
５
大

陸
か
ら
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者
や

世
界
の
著
名
人
、
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
人
々

を
多
数
日
本
に
招
い
て
、
９
条
の
考
え

方
で
あ
る｢

武
力
に
よ
ら
な
い
平
和｣

を

実
現
す
る
た
め
に
、
世
界
の
市
民
に
で

き
る
こ
と
を
議
論
し
ま
す
。
講
演
会

(

現
在
マ
イ
レ
ッ
ド
・
マ
グ
ワ
イ
ア
氏
（
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
：
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者

―
確
定
―
ほ
か
数
人
と
交
渉
中
）
や

分
科
会
、
音
楽
イ
ベ
ン
ト
な
ど
総
数
１

万
人
を
め
ざ
し
て
準
備
中
で
す
。
国
内

で
は
東
京
の
ほ
か
、
大
阪･

仙
台･

広
島

で
も
集
会
が
も
た
れ
ま
す
。 

こ
の
世
界
会
議
を
成
功
さ
せ
る
プ
レ
イ

ベ
ン
ト
と
し
て｢

ピ
ー
ス･

ウ
ォ
ー
ク｣

が

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
広
島
県
実
行

委
員
会
で
は
、
広
島
を
２
月
25
日
出

発
、
東
京
へ
５
月
４
日
到
着
と
い
う
日

岡
山
県
９
条
の
会
ニ
ュ
ー
ス
よ
り 

９
条
世
界
会
議
を
成
功
さ
せ
る 

岡
山
県
実
行
委
員
会(

仮
称)

結
成
へ
の
呼
び
か
け 

 

程
で
準
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
過
日

岡
山
県
へ
協
力
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

岡
山
県
へ
は
３
月
２
日
に
行
進
団
が
入

り
、
９
日
に
兵
庫
県
へ
引
き
継
ぐ
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

私
た
ち
は
「
９
条
世
界
会
議
」
開
催
に

賛
同
す
る
と
と
も
に
、
プ
レ
企
画
で
あ

る｢

ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー
ク｣
行
進
団
を
歓
迎

し
、
県
内
行
進
に
協
力
す
る
立
場
で

岡
山
県
実
行
委
員
会
を
結
成
す
る
こ

と
を
呼
び
か
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

急
な
話
で
恐
縮
で
す
が
、
下
記
に
よ
る

結
成
総
会
へ
の
ご
参
加
を
こ
こ
ろ
か
ら

よ
び
か
け
ま
す
。 

 
 

 
 
 

記 

日 
 

時 

２
月
８
日
（
金
） 

午
後
６
時
～ 

場 
 

所 

岡
山
県
民
主
医
療
機

関
連
合
会･

会
議
室 

 

（
岡
山
市
下
伊
福
西
町
５
―
１３ 

民
主
会
館
３
Ｆ
）  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

以
上
の
よ
う
な
呼
び
か
け
が
届
き

ま
し
た
。
次
回
理
事
会
で
相
談
す
る
こ

と
と
し
ま
す
。 

社
会
に
お
け
る
生
活
支
援
策
」

の
な
か
の
項
目
「
身
近
な
地
域

で
の
日
本
語
教
育
支
援
事
業
」

と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
教

室
へ
の
助
成
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

 

「
教
室
」
の
備
品
や
管
理
の

問
題
で
各
教
室
か
ら
実
態
が

話
さ
れ
、
県
の
支
援
や
配
慮

に
つ
い
て
要
請
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
県
教
委
か
ら
、
「
人
権

教
育
推
進
プ
ラ
ン
」
の
課
題
に

「
中
国
残
留
邦
人
と
そ
の
家

族
」
を
位
置
づ
け
て
取
り
組

み
、
２
月
に
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

発
行
す
る
予
定
で
あ
る
旨
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

今
後
の
連
絡
は
、
県
側
は
援

護
班
の
佐
藤
総
括
参
事
、
連
絡
協
議
会

側
は
小
林
事
務
局
長
を
窓
口
と
す
る
こ

と
を
確
認
し
て
終
り
ま
し
た
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 

東 

都
史
男 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ５３２ 
 
２００８/２/5 

「
中
国
帰
国
者
の
日
本
語
教
室
・ 

岡
山
県
連
絡
協
議
会
」が 

県
担
当
関
連
部
署
と
懇
談 

 

昨
年
末
結
成
さ
れ
た
「
中
国
帰
国

者
の
日
本
語
教
室
・
岡
山
県
連
絡
協

議
会
」
は
、
「
中
国
残
留
邦
人
支
援

法
」
の
成
立
を
受
け
て
、
１
月
２８
日
、

県
庁
５
階
の
保
健
福
祉
課
会
議
室
で

約
２
時
間
、
県
担
当
関
連
部
署
（
保

健
福
祉
課
、
教
育
庁
・
人
権
教
育
推

進
室
）
と
の
懇
談
の
機
会
を
持
ち
ま
し

た
。
こ
の
場
に
は
、
県
か
ら
保
健
福
祉

課
長
外
３
名
、
県
連
絡
協
議
会
か
ら

岩
間
代
表
外
４
名
が
参
加
し
ま
し

た
。 

 

国
の
具
体
的
な
支
援
策
の
推
進
に

か
か
わ
る
説
明
・
指
示
文
書
が
ま
だ

な
い
と
し
な
が
ら
も
、
施
策
の
実
施
主

体
は
市
町
村
で
県
は
連
絡
調
整
を
担

う
こ
と
に
な
る
と
し
て
、
今
ま
で
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る
内
容
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。 

 

県
内
の
支
援
対
象
世
帯
が
５０
世
帯

で
岡
山
・
倉
敷
・
備
前
・
津
山
な
ど
に

在
住
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
１

世
帯
と
そ
の
配
偶
者
の
み
が
対
象
と

な
る
こ
と
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ

れ
、
「
帰
化
問
題
」
も
提
起
さ
れ
ま
し

た
。 

 

「
年
金
」
と
「
生
活
支
援
給
付
」
は
「
申

請
主
義
」
と
な
っ
て
お
り
、
き
め
細
か
い

説
明
と
手
続
き
支
援
が
大
切
で
、
そ
の

た
め
に
必
要
な
「
支
援
・
相
談
員
」
の
体

制
と
配
置
を
要
望
し
ま
し
た
。 

と
り
わ
け
、
そ
の
歴
史
的
背
景
の
認
識

の
重
要
性
に
つ
い
て
指
摘
し
ま
し
た
。 

 

「
日
本
語
教
室
」
に
つ
い
て
は
、
「
地
域

あいさつする岩間代表 

 

医
療
生
協
上
道
支
部
う
ぐ
い
す
班 

城
東
台
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
で
水
餃
子
づ
く
り 

一
月
十
七
日
、
城
東
台
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
で
、
医
療

生
協
上
道
支
部
う
ぐ
い
す

班
の
水
餃
子
づ
く
り
が
、
十

二
名
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
大
森
原
告
団
副
団
長
が

講
師
と
し
て
参
加
し
ま
し

た
。 

 

出
来
た
て
ほ
や
ほ
や
の
水

餃
子
を
美
味
し
く
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
小
林
） 

水
餃
子
の
取
り
扱
い
を 

当
面
停
止
し
ま
す 

 

（
１
／
３０
）
夕
方
、
生
活
協
同
組
合

（
Ｃ
Ｏ
・
Ｏ
Ｐ
）
が
販
売
し
た
中
国
産
冷

凍
餃
子
を
食
べ
た
千
葉
県
市
川
市
の

親
子
５
人
が
食
中
毒
を
起
こ
し
、
そ
の

内
５
才
の
少
女
が
重
篤
に
陥
っ
て
い
る

と
の
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
ま
し
た
。
問
題
の

餃
子
は
ジ
ェ
イ
テ
ィ
フ
ー
ズ
（
東
京
都

品
川
区
）
が
輸
入
し
た
「
Ｃ
Ｏ
・
Ｏ
Ｐ
冷

凍
食
品
手
作
り
餃
子
」
で
、
市
川
保
健

所
が
調
べ
た
と
こ
ろ
、
有
機
リ
ン
系
薬

物
「
メ
タ
ミ
ド
ホ
ス
」
が
検
出
さ
れ
た
と

の
こ
と
で
す
。 

協
会
が
取
り
扱
っ
て
い
る
「
三
鮮
水

餃
子
」
は
ジ
ェ
イ
テ
ィ
フ
ー
ズ
が
輸
入
し

て
い
る
餃
子
と
は
全
く
異
な
る
品
物
で

す
が
、
念
の
た
め
、
輸
入
業
者
に
対
し

て
、
「
三
鮮
水
餃
子
」
の
中
国
側
製
造

者
が
ジ
ェ
イ
テ
ィ
フ
ー
ズ
が
輸
入
し
た

餃
子
の
製
造
者
と
は
無
関
係
で
あ
る

こ
と
の
確
認
を
求
め
て
い
ま
す
。
加
え

て
、
生
活
協
同
組
合
が
扱
う
食
品
は
、

当
然
、
中
国
側
と
日
本
側
の
安
全
検

査
に
合
格
し
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
そ

の
上
で
今
回
の
事
態
に
至
っ
た
こ
と
を

重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

ま
す
。
協
会
本
部
と
し
ま
し
て
は
、
今

回
の
問
題
を
他
人
事
と
せ
ず
、
重
篤

の
被
害
者
も
出
し
て
い
る
事
態
の
原
因

や
安
全
検
査
の
問
題
等
が
明
ら
か
と

な
る
ま
で
、
誠
に
残
念
で
は
あ
り
ま
す

が
、
当
面
の
間
、
「
三
鮮
水
餃
子
」
な
ど

点
心
類
の
取
り
扱
い
を
停
止
す
る
こ

と
と
し
ま
す
。 

mailto:rizhong86@hotmail.co.jp


 

中
国
教
育
の
問
題
点
と
課
題 

④ 

倫
理
・情
操
教
育
の
欠
如 

四
番
目
は
、
倫
埋
・情
操
教
育
の
欠
如

と
い
う
こ
と
で
す
。
学
校
の
勉
強
は
、
知

識
を
詰
め
込
む
ば
か
り
で
す
。 

中
国
で
は
一
人
っ
子
で
す
か
ら
、
自
己

中
心
で
、
思
い
や
り
、
協
調
性
に
欠
け
て

い
る
タ
イ
プ
が
も
と
も
と
多
い
上
に
、
さ

ら
に
こ
の
よ
う
な
教
育
を
受
け
て
き
て
い

る
た
め
に
、
今
は
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
で

す
。
例
え
ば
、
大
学
で
は
カ
ン
ニ
ン
グ
が
多

発
し
、
学
生
に
よ
る
犯
罪
事
件
も
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。 

日
本
、
韓
国
で
も
最
近
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
大
学
の
先
生
が
論
文
の
盗
用

を
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
中
国
で
は

数
多
く
あ
り
ま
す
。
知
識
の
レ
ベ
ル
は
と

も
か
く
と
し
て
、
善
悪
の
判
断
す
ら
身
に

付
い
て
い
な
い
人
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い

ま
す
。
だ
か
ら
、
最
近
、
儒
教
、
い
わ
ゆ
る

「四
書
五
経
」教
育
の
導
人
を
試
み
る
学

校
が
現
れ
始
め
ま
し
た
。 

「論
語
」を
勉
強
す
る
こ
と
が
豊
か
な

人
間
性
を
培
う
た
め
に
必
要
だ
と
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
生
徒
た
ち
に
「四
書
五
経
」

を
読
ま
せ
、
「論
語
」の
授
業
を
導
入
し
始

め
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
た
だ
、
ど
の

ぐ
ら
い
効
果
が
あ
る
の
か
は
私
に
は
分
か

り
ま
せ
ん
。 

⑤ 

「頭
脳
流
出
」の
現
象 

最
後
に
、
「頭
脳
流
出
」の
現
象
に
つ
い

て
で
す
。
改
革
開
放
政
策
が
打
ち
出
さ

れ
た
１
９
７
８
年
か
ら
２
０
０
５
年
ま
で

に
、
中
国
政
府
の
発
表
に
よ
る
と
約
93

万
人
の
中
国
青
年
が
海
外
留
学
を
し
ま

し
た
が
、
帰
困
し
た
人
は
23
万
人
ぐ
ら

い
で
、
大
半
の
人
が
い
わ
ゆ
る
「
頭
脳
流

出
」
し
、
留
学
先
の
国
に
と
ど
ま
り
就
職

を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

私
の
知
り
合
い
を
見
て
み
る
と
、
実
際

に
は
そ
の
割
合
は
も
っ
と
高
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
こ
の
数
字
は
、
も
し
か
し
た
ら
公

費
留
学
と
か
、
正
規
の
ル
ー
ト
を
通
し
て

外
国
に
行
っ
た
人
の
数
で
、
例
え
ば
個
人
の

私
費
留
学
、
親
族
訪
問
の
形
で
出
国
し
た

人
の
数
は
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
な
い
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。 

ア
メ
リ
カ
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
中
核
都

市
で
居
民
の
出
身
国
を
調
べ
る
と
、
何
と

３
分
の
１
が
中
国
系
だ
そ
う
で
す
。 

そ
の
ぐ
ら
い
、
中
国
の
一
流
の
頭
脳
は

ア
メ
リ
カ
に
流
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。
こ
れ

ら
の
中
国
人
達
は
、
多
分
大
陸
か
ら
来
た

人
だ
け
で
は
な
く
、
台
湾
や
香
港
か
ら
来

た
中
国
人
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
と
に
か
く
、
中
国
の
頭

脳
と
い
う
の
は
、
中
国
の
近
代
化
建
設
に

非
常
に
貴
重
な
人
材
な
の
で
す
。 

以
上
が
、
最
近
の
中
国
教
育
の
現
状
報

告
と
そ
の
問
題
点
で
す
。 

あ
ち
こ
ち
に
話
が
飛
び
非
常
に
分
か
り

に
く
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す

が
、
以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
今
日
の
話
を

終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
長
時
間
ご

清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

完 

 
 
 

 

（こ
の
文
章
は
、
『日
本
の
教
育 

岡
山
の

女
子
教
育
』２
０
０
６
年
公
開
講
座
講
演

集
か
ら
転
載
し
た
も
の
で
す
。
） 

現
代
中
国
の
教
育
事
情 

⑰ 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

山
陽
学
園
大
学
教
授 

班 

偉 

 

 

 

今
後
、
プ
ラ
ザ
さ
い
で
ん
と
し
て
、
中
国
帰

国
者
と
地
域
住
民
の
交
流
を
２
回
目
、
３
回

目
と
企
画
し
、
よ
り
深
い
相
互
理
解
を
図
れ

る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
決
意
さ
せ
ら

れ
た
意
義
深
い
交
流
会
だ
っ
た
。 

 

み
な
さ
ん
に
感
謝
！ 

次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

２
月
１２
日
（
火
）
午
後
１
時
半
～ 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で
す
。 

小林 

竹内和 

竹内袈 

中元 

「

中
国
帰
国
者
と
の
交
流
会
」
を
終
え
て 

岡
山
市
福
祉
交
流
プ
ラ
ザ
さ
い
で
ん 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

館
長 

 

生
本 

昇 
「
わ
が
財
田
地
区
に
は
、
中
国
帰

国
者
が
岡
山
県
で
１
番
多
く
住
ん
で

お
ら
れ
る
」
「
中
国
帰
国
者
と
地
域

住
民
と
の
交
流
も
十
分
で
な
く
、
互

い
の
理
解
も
浅
く
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ

る
こ
と
も
あ
る
」等
を
聞
き
及
ぶ
に

つ
け
、
人
権
課
題
の
解
決
を
看
板
に

し
て
い
る
わ
が
プ
ラ
ザ
が
、
や
る
べ
き

大
切
な
こ
と
を
怠
っ
て
い
た
こ
と
を

痛
感
し
て
い
た
。 

 

こ
の
よ
う
な
時
、
日
本
語
教
室
で

本
プ
ラ
ザ
に
来
ら
れ
て
い
る
小
林
軍

治
さ
ん
と
相
談
さ
せ
て
も
ら
い
、
平

成
２０
年
１
月
２６
日
（土
）
に
「中
国

帰
国
者
と
の
交
流
会
」が
参
加
者
２７

名
（
地
域
住
民
１７
名
、
帰
国
者
１０

名
）で
実
現
し
た
。 

 

財
田
地
区
に
在
住
さ
れ
て
い
る
高
杉

久
治
さ
ん
か
ら
「
中
国
残
留
日
本
人

孤
児
か
ら
の
訴
え
」と
い
う
題
で
お
話

を
い
た
だ
い
た
。 

全
部
中
国
語
で
話
さ
れ
、
王
洪
波

さ
ん
（岡
山
大
学
大
学
院
在
学
）が
通

訳
さ
れ
た
。
途
中
タ
イ
ム
リ
ー
に
小
林

先
生
が
補
説
さ
れ
た
。
会
の
は
じ
め
と

終
わ
り
に
中
国
帰
国
者
の
益
田
俊
幸

さ
ん
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
で
「北
国
の
春
」「ベ

イ
フ
ォ
チ
ュ
イ
」
「赤
と
ん
ぼ
」
「「夕
焼

け
こ
や
け
」を
演
奏
さ
れ
、
参
加
者
全

員
で
合
唱
し
た
。 

参
加
者
の
感
想
か
ら 

「私
は
今
ま
で
、
中
国
残
留
日
本
人

孤
児
に
つ
い
て
漠
然
と
し
た
知
識
し
か

持
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
日
の
高

杉
さ
ん
の
体
験
を
お
聞
き
し
て
、
中
国

で
は
大
変
な
ご
苦
労
を
な
さ
っ
た
こ

と
、
そ
れ
で
も
日
本
人
と
し
て
祖
国
日

本
へ帰
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
強
く

持
ち
続
け
ら
れ
て
、
つ
い
に
お
父
さ
ん

と
対
面
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
日
の
こ
と

を
「
こ
の
日
ま
で
の
苦
労
は
今
日
の
た

め
に
あ
っ
た
！ 

今
日
は
人
生
最
良
の

日
で
あ
る
」と
話
さ
れ
、
私
は
胸
が
詰

ま
る
思
い
が
し
ま
し
た
。 

益
田
さ
ん
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
も
す

ば
ら
し
か
っ
た
で
す
。
中
国
に
居
ら
れ

る
時
に
、
故
郷
日
本
の
こ
と
を
想
い
な

が
ら
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
吹
い
て
お
ら
れ
た

の
か
な
と
感
動
し
て
聴
か
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
」  

ハーモニカを吹く益田さん 

中華人民共和国憲法（日本語訳その１） 
 

序言 

 中国は世界史上最も古い国家の一つである。中国各民族人民は共に輝

かしい文化を創造し、栄光ある革命の伝統を有している。 

 

 1840年以後、封建的な中国は、次第に半植民地、半封建的国家に変わっ

ていった。中国人民は国家独立、民族解放と民主自由のために、先人の屍

を乗り越えて英雄的な闘いを押し進めた。 

 

 二〇世紀、中国は天地を覆すような大きな歴史的大変革がおこった。 

 

 1911年孫中山先生率いる辛亥革命は封建帝制を排除し、中華民国を創立

した。しかし、帝国主義と封建主義に反対する中国人民の歴史任務はまだ

完成していなかった。 

 

 1949 年、毛沢東主席を指導者とする中国共産党は、中国各民族人民を指

導し、長期の苦難に満ちた武装闘争とその他の形式的闘争を経験した後、

遂に帝国主義、封建主義と官僚資本主義の統治を打倒し、新民主主義革命

の偉大なる勝利を得、中華人民共和国を建立した。それ以後、中国人民は

国家権力を掌握し、国家の主人となった。 

 

中华人民共和国宪法 

 序言 

  中国是世界上历史最悠久的国家之一。中国各族人民共同创造了光辉灿

烂的文化，具有光荣的革命传统。 

  一八四〇年以后，封建的中国逐渐变成半殖民地、半封建的国家。中国

人民为国家独立、民族解放和民主自由进行了前仆后继的英勇奋斗。 

  二十世纪，中国发生了翻天覆地的伟大历史变革。 

  一九一一年孙中山先生领导的辛亥革命，废除了封建帝制，创立了中华

民国。但是，中国人民反对帝国主义和封建主义的历史任务还没有完成。 

  一九四九年，以毛泽东主席为领袖的中国共产党领导中国各族人民，在

经历了长期的艰难曲折的武装斗争和其他形式的斗争以后，终于推翻了帝国

主义、封建主义和官僚资本主义的统治，取得了新民主主义革命的伟大胜利，

建立了中华人民共和国。从此，中国人民掌握了国家的权力，成为国家的主

人。 

 

日中岡山９条の会 
 昨年来取り組んでおります、中華人民

共和国憲法の日本語訳の一部が、何と

か公表できるところまでこぎつけまし

た。その一部を掲載します。なにぶん素

人集団です。原文とあわせて掲載させ

ていただきますので、ご批判ご意見を

お寄せいただきますようお願いいたし

ます。      真田 

 


